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本と同様、ソウルの人の気質はこうで、東部の慶尚道の人の気質はこうであるといったイメージは確かにあるそうだ。しかし日本と違い、地域性が楽しい話題になりにくかったという。その理由は韓国 東南部にある慶尚道と西南部にある全羅道との対立が非常に深刻 った らである。このため、地域性をタブー視する雰囲気が広がってしまった それにも関わらず著者 韓国の「県民性」について本を書こ と たは、紀行文を数多く執筆してきて、各地の地域性を実感すること 多かったこと、また首都圏志向の強い韓国で地方に目をむけたかったこと、さらに日本人の韓国人 対する認識に多様性をもってほしかったことなどを挙げている。著者は本書中、八つの道で二五の都市を訪れ そこで出会った人々から受けた印象（ 「県民性」 ）とそれを裏付 る歴史、自然、文化、社会事情に触れている。各地域について人口、名物、経済状況等の基本データも記載され おり、客観的なイメージもつかみやすくなっている。またコラムとして、本文では紹介されなかったソウル 朝鮮民主主義人民共和国の都市に いても触れられており興味深い。（かのう
　
しゅうじ／アジア経済研
究所図書館）
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